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#15-02 

【１月１０日～１月１６日】 

〔モルドバの報道を中心に作成〕 

平成２７年１月２２日 

在ウクライナ大使館 

 

１．内外政 

・１２日、フィラト自由民主党党首は、親欧州の与党連合を形

成する交渉は現在袋小路にあり、緊急に共産党と対話を始め

るべきである旨発言。 

・１３日、自由民主党、民主党及び共産党各代表は、第一回の

議論の後、３党が一定の共通理解に達した旨発表。 

・１３日、移民・難民局は、２０１４年に仕事のため国外に滞在

していたモルドバ国民の数は、９０万人であった旨発表。 

・１６日、自由民主党、民主党及び自由党各党代表は、与党連

合形成に向けた協議を実施。フィラト自由民主党党首は、同

協議は今後も継続される旨発言。 

 

２．経済 

・１４日、国家統計局は、２０１４年１～１１月期のモルドバの輸

出入に関し、２０１３年同時期比で、それぞれ２．９％減（２２億

ドル）、２．５％減（４８億ドル）であった旨報告。 

・１４日、中央銀行は、外貨準備高が２０１４年に２３．５％減少

（６億６，４００万ドル）し、昨年末時点で２１億６，０００ドルとな

った旨報告。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


